
二段モーションに関する取り扱いについて 

 

2023年秋季大会より、ランナーの有無に関わらず、二段モーションによる投球を正規の投球（ボークでない）とします。

ただし、投球動作を一時停止する等、一連の投球動作とみなせない場合や、牽制球を投げた場合はボークとします。 

 

公認野球規則上の扱いについて（BFJ 公認サイト「Homebase」より引用1） 

2021 年度の規則改正により、ランナーの有無に関わらず、二段モーションによる投球は許されるようになりました。 

二段モーションに関する取り扱いの変更は、5.07(a)(1)および(2)に規定する、投球動作の“中断”、“変更”について

説明した【注２】（規則書 P.4５）の改正に伴うものです。 

2020 年まで【注 2】の後段に記述のあった、「投手が投球動作をスムーズに行わずに、ことさら段階をつけるモーション

をしたり、手足をぶらぶらさせて投球することである。」という文章を削除しました。 

2018 年の規則改正により、二段モーションについては、走者のいない場合には、反則投球のペナルティを課さないこと

としましたが、塁に走者がいるときは“ボーク”が宣告されることになっていました。 

2021 年の改正により、二段モーションと言われる動作のうち、自由な足を上下させたり、グラブを叩いたりする動作に

関しては、投球動作の一部として認めることとしたため、塁上に走者がいる場合でも実際に打者に対して投球したとき

には“ボーク”を宣告することはありません。 

しかし、塁上の走者に対してけん制したら、投球動作の変更にあたりますので“ボーク”となります。（投球動作を一時

停止した場合は、打者に対して投球しても、塁にけん制球を投げてもボークです） 

 

江東大会での扱いについて 

2023 年の大会より、二段モーションであっても、一連の投球動作とみなせる場合は、正規の投球とする（ボークとし

ない）運用としています。 

 

城東大会での扱い（まとめ） 

2023 年春季まで 

ランナーなし ランナーあり 

投球 投球 牽制 

○ × × 

2023 年秋季から 

ランナーなし ランナーあり 

投球 投球 牽制 

○ ○ × 

 

 

 

1 https://homebase.baseballjapan.org/articles/62 

https://homebase.baseballjapan.org/articles/62

